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「おお ここが えらかった か、 ぉゥ ぉゥ」 

と 泣いて コ メカ ミを 撫でて やって いた 小 林の 母の 小さ 

ま 1 つ-や つ 

い 濡れた 顔が 髡髴と 目に 迫った。 

寒気の 中で、 ふところで をし、 出来るだけ 少く身 動 

きをす るよう に 正坐し、 その 日 は 久しい 間 文学的 才能 

とか、 文学的 教養と かいう ものと その ひとの 社会生活 

における、 実践との 間にある 活々 した 関係に ついて 考 

えた。 丁度 そのこと のあった 前に、 チラ リと 新聞で 

「ナップ」 解散の 報道 を 瞥見した ばかりの 時で あつたし、 

誰かから も つ と はっきり 状況に ついての 説明 を 聞く と 

いう こと も 不可能な 環境であった から、 実際の 生活 か 



内 監禁 をう けたり した ことが わかったら、 あわて ふた 

めいて 決定 をと り 消した ことがあった。 その 時、 その 

ような ァカ デミ— であるならば 自身が 会員で ある こと 

を も 寧ろ 屈辱と すると 云 つ てァカ デミ— をゴ— リ キイ 

とともに 去った チェ ホフ。 そういう アントン. パヴロ 

ウイ ツチ. チェ ホフの 面 を、 こんど チェ ホフ 全集 発行 

の 任に あたる ひとは、 現代の 状勢に あって、 どのよう 

に 評価して いるで あろうかと も 考えた。 日本に も 文芸 

院 とかいう ものが 警保 局長の 手で こしらえられる とい 

うより 合いの 時の 写真 を 見て、 わたし はこの チェ ホフ 

と ァカデ ミ — と の 歴史的 関^ を まざ まざ と 思い起した 
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